






















































































































































































































V205 N出VQ3を空気流中，T5σC，3h分解 13 翻
4












　　 　　 　　 　　 　　 47Cpρ江洞0－3Cppo蝋）2－667pp江劃｝｛3－5彰02－N2










































i3り0℃、3h分解） 85 23（500’C） 49（鰍〕℃）
2 V205－Tio2 W）SO4 40 95 9S
3 粘03－Tio2 （繊）1。W1204蚤 go 16 37
4 トkズ）3－Tio2 （臓）。恥7024 ユ10 60 田
5 Cr203－T三〇2 Cr㈹3）2 65 θo 脳
6 ト㎞203－Tio2 ㎞（NO3）2 55 37 91
7 Fe203－Tio2 Fe（mo3）3 60 64 89
8 CO304－TlO2 Co（｝03）2 55 4 60
9 Nio－Tio2 Ni㈹3）2 60 2 騒
10 Cu（NO3｝2 鉛 34 67






Cu（皿）一NaY Cu（陶3）2水溶液，イナン交換（pH；6） 6．4 0．54 謝
Cu（五）一NaX Cu（NQ3）2－NH3水溶液，’イオン交換（pH：11）7．0 0．53 即
v205－TiO2 V205をNH3水溶液で溶解護持 よ0 0．75 32















1 臥［㌃｛u（Q）Na星 工．8 15
2 NH」1弍u（fi）引aY 〃 21
3 臓Cl・・Cu（臥）一NaY ? 9
4 HBr《⊃u（n）一NaY 〃 13
5 N出Br｛u（旺）一NaX κ 15
6 N出1一｛地（塾）一NaX 〃 21
7 峨G1｛u（皿）一NaX 〃 9
8 NH」陵一V205－Tio2 1．O 10
9 N出1－V20ゴTio2 0．7 1Q










































































































































































































































































































































































































































































Al㈹3）ゴ㈹ 醍』εq．による沈殿（濁℃〉 55σ　（r｝ 0．α 纈
〃 ? 1150（α） 0．78 60
〃 〃 550（顕｝小U59（謝　（α1 0．75 田
岬 〃 550（翫）＋1脚（ふ）尋1300（鮒（α｝L二3 4
〃 醐イ聯3鐙．による沈駁〔30℃♪ 550　（r） o．68 卿
〃 〃 gco　（r｝ 0．64 130
〃 ? 1〔泥。　（の O．78 鴻
〃 〃 1150　《α） 三．05 7　Aし03
ir，〃．α）
β 〃 550（31）＋夏150（31，　（α） 1．os lo
〃 〃 560（3、）←115Q（3、》＋130Q（出♪（α，L13 4
Al｛㏄3｝17♪31（Org．） 加水分解（3σCl 550　（r♪ 0．50 勘
〃 〃 瓢）（r） 0．47 13り
〃 〃 10ヨ）（の 0．52 so
〃 〃 1153　（ω 0．62 15
〃 〃 560（31）＋王15Q（翫ン　（α） 0．64 8
〃 〃 550（鮒＋11駒（論）＋1300（a1｝（α｝・O．75 6
へ1q3；（Ci） Nl13緩トによる沈敬（3σC） 550　（rl 0．67 ルゆ
Aし（so4｝31（s》 〃 S50　（r） 0．76 シゆ
Ca（Oll｝2；（OH） 熱　分　解 650（N菰中門｝ 0．93 ⑳CaO
〃 〃 650（鮒＋1150（鋤，；（〃｝ L26 13
Ccく）2 Ce㈹3）ユ；㈹ M13閃．による沈殿（お℃） 細 L93 65
Cr20ユ Crひん）a＞3；（N＞ κ 5駁）（蜘山中31） L39 55
い（拭）3）3；（N） 溜 漁 O．66 ηしazO3
〃 〃 55◎（all←玉L50（顕｝ 2．89
?
㎏㈹轟）21㈲ 〃 脚 O．41 LgQ
溜 〃 u50 O．56 eo
〃 ’ 550（卸今U50（aり o．54 70
卜㎏O
卜㎏（O｝｝）2；（0｝D 烈、分　解 11501N2破巾3、） 0．1》1 6
卜㎏C121（α） NH3　aqjこよる沈殿（3びC） 漁 o．お 180
ト㎏SO・；（S｝ 〃 鵬 0．認 印
付b205 市阪帆藁；（（沁．） 熱処理 漁 L61 7
Sio2 Si（㏄2H5）4；（Org．） 加水分解（30’C） 漁 O．43 ㎝
TiC14；（Cり NH3閃，による沈殴（3σC） 脚 Lo1 ．70
〃 〃 S50（あ）・1150（釦1 2．02
【
〃 N鼎℃◎3閃．による沈澱〔算。＞ 瓢 o．～8 30Tio2
〃 〃 5αxa1）←11ヨ〕（鮒 2．u 1
Ti（㏄3畳17）‘；（Or9．） 加水分解13σ℃） 脚 0．94 100
〃 〃 55σ（31♪＋㏄0（鮒 L53 1
Y203 市坂試薬；（〔汕．） 熱　処　理 漁 L54 10
ZnO ム（鼠）3）21（N） Nl13　aq．による沈殴（3Q℃｝ 細 LL4 7
ZrG㈹3）2；㈹ 〃 鰯 L25 δσ
〃 ” u5Q 2．ら6 2
Z【Xh；（CD 〃 蜘 Lz2 60
ZrOa 〃 〃 1150 2．33 3
〃 〃 550（31）・ユ150（a、） 2．19 5
ZK〕㈹ユ｝2：（N｝ 　　　　　　　　　　●ml｛4κOJ灰1．による沈殿（30C） 蜘 L8L 35
ZrOCh；（q） ? 鋤 L72 旬
　N：硝酸座、Cl：塩化物t　S：硫酸塩。　O｝1：水酸化物，　Org．：有機腹（アルコシキF）、Cm：市販試薬
“　沈殿法では、原料燦（10vrtX水溶液）を理論飽の1（窺過剰のアルカリ沈搬剤（7ttく水溶液）中に、室混（3σ℃｝・強撹上下、
鯛時に注入・tu｝±4、ろ過・水洗浄・乾燥（110’C、251））・DZ成して渦製ρ　また、茄水分堺法では・室温（3C℃1・厩浮下・
約4CO；ワ紛処理し、上記と「司繊に、ろ過・水洗浄・乾燥・焼成して凋婁恥
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